
 
 

 

東北大学と産総研が組織的連携・協力に係わる協定を締結 
 

                                    平成１８年１月３１日 
                                                国 立 大 学 法 人  東 北 大 学 

                                                 独立行政法人 産業技術総合研究所 

 

 
国立大学法人 東北大学【総長 吉本 高志】（以下「東北大」という）と独立行政法人 産

業技術総合研究所【理事長 吉川 弘之】（以下「産総研」という）は、本日、「研究開発・
製品開発・人材育成」を通じて我が国の学術及び産業の持続的発展に寄与するため、環境、

材料、情報通信、エレクトロニクス分野等における共同研究や、研究者、研究施設、研究

設備、研究資源（知的財産含む）における相互利用に関する組織的連携・協力協定を締結

しました。 
 
 本協定に基づき両者は、相互の研究開発能力及び人材等を活かして先端・基礎分野の共

同研究とその応用研究、新事業の創出、世界で活躍できる研究者の育成等総合力を遺憾な

く発揮することにより、我が国の学術及び産業技術の飛躍的な発展に貢献することを目指

します。 
 
具体的な研究テーマとしては、環境分野における超臨界流体利用技術の実用化推進、水、

CO2を利用した環境調和型物質製造技術と高温高圧利用システム技術を連携し、世界に先

駆けた先進的グリーンプロセスの発信、ナノハイブリット材料研究の推進、ＭＥＭＳ

（Micro Electro Mechanical System）分野では、新規機能性化学品製造用マイクロリアク
ターの開発について、共同で研究開発を行っていきます。人材育成については、産業界の

即戦力となる次世代の研究者や技術者の育成を行っていきます。 
 
 東北大と産総研との間ではこれまで、主として低環境負荷型反応プロセス技術、次世代

地熱開発を含む自然エネルギー利用技術、水素エネルギー技術など環境科学技術の先端分

野における研究協力を実施してきました。人材育成においては、大学院理学研究科と連携

大学院の制度により、若手研究者、技術者の育成と学生に対する教育を推進してきました。 
 
 今回、協定の締結により、全国に展開する産総研の研究組織と東北大の全学組織の相互

協力がより一層促進され、両者間の研究協力による新たな産学官連携や、地域の技術的特

性を踏まえた世界最高水準の共同研究開発が行われることになります。 
これにより、地域産業の活性化と新事業の創出への貢献が大いに期待されます。 
 

≪本件に関するお問い合わせ先≫ 

 

東北大学 研究協力部 産学連携課  ［担当：石田］ TEL022-795-3212 

産業技術総合研究所 東北センター  ［担当：板橋］ TEL022-237-0936 

 


